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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第１四半期連結
累計期間

第34期
第１四半期連結

累計期間
第33期

会計期間

自平成26年
　６月１日
至平成26年
　８月31日

自平成27年
　６月１日
至平成27年
　８月31日

自平成26年
　６月１日
至平成27年
　５月31日

売上高 （千円） 11,092,462 11,259,475 44,014,130

経常利益 （千円） 1,335,120 1,327,928 4,717,661

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 764,782 909,081 2,726,431

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 778,973 877,849 3,039,461

純資産額 （千円） 25,531,364 27,121,694 27,281,437

総資産額 （千円） 34,210,366 35,756,849 36,811,753

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 47.91 56.95 170.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
 － － －

自己資本比率 （％） 74.2 75.3 73.6

　（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　 当第１四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社、以下同じ。）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日～平成27年８月31日）の業績は、売上高が112億59百万円（前年

同期比1.5％増）、営業利益は12億75百万円（同0.8％減）、経常利益は13億27百万円（同0.5％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は９億９百万円（同18.9％増）となりました。

　売上面につきましては、既存店ベースの店舗売上高（国内）は前年同期比2.7％増、全店ベースの店舗売上高

（国内）は、前年同期比2.6％増と好調に推移いたしました。客数は、従来から取り組んできた各種営業施策や、

夏休み期間に合わせて実施したタイアップキャンペーンの効果などにより、前年同期を0.7％上回りました。客単

価につきましては、トッピングの出数が好調であったことに加え、平成27年３月に一部トッピング品の価格を改定

したことなどにより前年同期比2.0％増となりました。

　利益面につきましては、本部経費や物流費の増加によって販売費及び一般管理費が増加したことなどにより、営

業利益、経常利益ともに微減となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、減損損失が１億45百万円減少したことなどにより特別損失

が減少し、第１四半期連結累計期間においては過去最高益となりました。

　月別の国内の売上高、客数、客単価の前年同期比増減率は、次のとおりであります。

 

「国内店舗売上高等推移表」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年同期比増減率、単位：％）

 ６月 ７月 ８月 当第１四半期累計

 全店売上高 0.0 3.0 4.4 2.6

 既存店売上高 0.0 3.2 4.5 2.7

 　客数 △1.6 1.0 2.3 0.7

 　客単価 1.6 2.1 2.2 2.0

（注）店舗売上高は、直営店とフランチャイズ加盟店（以下、ＦＣ店という）の売上高を合計したものです。

 

　国内業態別出店状況及び海外の国別出店状況は、次のとおりであります。

 

「国内業態別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店）

 
①新規出店数 ②退店数 純増店舗数 平成27年８月末店舗数

 内、直営  内、直営 ①-② 内、直営  内、直営

CoCo壱番屋 4 4 7 4 △3 △5 1,217 178

パスタ・デ・ココ － － － － － － 32 25

麺屋ここいち － － － － － － 7 5

にっくい亭 － － － － － － 2 2

合　　計 4 4 7 4 △3 △5 1,258 210

（注）CoCo壱番屋で、直営店からＦＣ店への譲渡を５店舗実施しております。
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「海外国別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店）

展開

エリア

①新規

出店数
②退店数

純増

店舗数

①-②

平成27年８月末

店舗数

米国（本土） － － － 4

香港 － － － 7

タイ 3 1 2 24

台湾 － － － 27

韓国 1 2 △1 23

中国 2 1 1 45

米国（ハワイ） － － － 5

シンガポール － － － 4

インドネシア － － － 3

マレーシア － － － 2

フィリピン 1 － 1 2

合計 7 4 3 146

（注）海外店舗は、当社とエリアフランチャイズ契約を締結した現地法人等が、直営店ないしＦＣ店

で展開しております。なお、米国（本土）及び香港の現地法人は、当社の連結子会社であります。

 

　なお、当社グループは、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

(２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(３）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

(４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,600,000

計 57,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月５日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,963,000 15,963,000

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 15,963,000 15,963,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年６月１

日～

平成27年８月31日

― 15,963,000 ― 1,503,270 ― 1,388,470

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年８月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,959,300
159,593 ―

単元未満株式
普通株式

3,700
― ―

発行済株式総数 15,963,000 ― ―

総株主の議決権 ― 159,593 ―

 

②【自己株式等】

平成27年８月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平

成27年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,680,462 12,536,455

売掛金 2,679,126 2,902,795

商品及び製品 628,361 584,482

仕掛品 16,738 24,654

原材料及び貯蔵品 203,715 219,711

繰延税金資産 211,392 93,226

その他 604,348 656,383

流動資産合計 18,024,145 17,017,709

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,067,959 6,059,208

機械装置及び運搬具（純額） 685,179 891,060

土地 5,499,489 5,512,317

リース資産（純額） 845,313 829,023

建設仮勘定 255,160 67,936

その他（純額） 325,582 344,829

有形固定資産合計 13,678,684 13,704,376

無形固定資産 283,039 304,240

投資その他の資産   

投資有価証券 2,269,320 2,191,505

繰延税金資産 448,584 467,411

差入保証金 1,700,872 1,662,984

その他 449,576 450,578

貸倒引当金 △42,470 △41,955

投資その他の資産合計 4,825,882 4,730,524

固定資産合計 18,787,607 18,739,140

資産合計 36,811,753 35,756,849
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,200,451 2,423,277

未払金 1,375,676 1,278,166

未払法人税等 978,396 341,833

賞与引当金 305,730 130,333

株主優待引当金 94,647 75,348

資産除去債務 5,535 1,387

その他 935,677 802,152

流動負債合計 5,896,116 5,052,499

固定負債   

リース債務 577,255 554,741

退職給付に係る負債 464,165 462,620

債務保証損失引当金 8,650 6,587

長期預り保証金 2,059,276 2,036,409

資産除去債務 416,414 417,718

その他 108,437 104,578

固定負債合計 3,634,199 3,582,655

負債合計 9,530,316 8,635,155

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,503,270 1,503,270

資本剰余金 1,388,470 1,388,470

利益剰余金 23,658,337 23,529,826

自己株式 △101 △101

株主資本合計 26,549,975 26,421,464

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 399,783 346,916

為替換算調整勘定 124,235 138,139

退職給付に係る調整累計額 2,455 4,866

その他の包括利益累計額合計 526,474 489,922

非支配株主持分 204,987 210,307

純資産合計 27,281,437 27,121,694

負債純資産合計 36,811,753 35,756,849
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

売上高 11,092,462 11,259,475

売上原価 5,759,876 6,111,309

売上総利益 5,332,585 5,148,166

販売費及び一般管理費 4,047,013 3,872,355

営業利益 1,285,571 1,275,810

営業外収益   

受取利息及び配当金 29,220 25,808

受取家賃 164,750 172,700

その他 13,822 25,237

営業外収益合計 207,793 223,746

営業外費用   

支払利息 3,245 2,958

賃貸費用 148,196 154,961

その他 6,802 13,708

営業外費用合計 158,244 171,628

経常利益 1,335,120 1,327,928

特別利益   

店舗売却益 31,151 33,498

特別利益合計 31,151 33,498

特別損失   

固定資産除却損 6,484 8,292

減損損失 154,319 9,124

その他 3,531 1,107

特別損失合計 164,335 18,525

税金等調整前四半期純利益 1,201,936 1,342,901

法人税、住民税及び事業税 396,213 309,210

法人税等調整額 41,849 123,149

法人税等合計 438,062 432,360

四半期純利益 763,873 910,541

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△909 1,460

親会社株主に帰属する四半期純利益 764,782 909,081
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年８月31日)

四半期純利益 763,873 910,541

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21,243 △52,867

為替換算調整勘定 △9,584 17,764

退職給付に係る調整額 3,441 2,411

その他の包括利益合計 15,099 △32,691

四半期包括利益 778,973 877,849

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 781,880 872,529

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,906 5,319
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １ 保証債務

 
前連結会計年度

（平成27年５月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年８月31日）

加盟店の金融機関借入の保証 839,397千円 800,656千円

 

　また、上記以外に加盟店の不動産

賃貸借契約について、２件の家賃の

債務保証を行っております。

　また、上記以外に加盟店の不動産

賃貸借契約について、２件の家賃の

債務保証を行っております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日）

減価償却費 313,524千円 325,760千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年６月１日　至平成26年８月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月21日

定時株主総会
普通株式 638,518 40 平成26年５月31日 平成26年８月22日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年６月１日　至平成27年８月31日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月26日

定時株主総会
普通株式 1,037,591 65 平成27年５月31日 平成27年８月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成26年６月１日　至平成26年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成27年６月１日　至平成27年８月31日）

当社グループは、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年８月31日）

　１株当たり四半期純利益金額 47円91銭 56円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 764,782 909,081

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
764,782 909,081

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,962 15,962

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社壱番屋(E03329)

四半期報告書

14/15



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月２日

株式会社壱番屋

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　圭祐　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　 誠　　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩下　稲子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社壱番屋

の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年６月１日から平成27

年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社壱番屋及び連結子会社の平成27年８月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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